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山田町の被災者から秋田地本にお礼状が届く！ 
 

秋田地本は、５月１６日より盛岡地本宮古連合分会と協力し、山田町でボランティア活

動を取り組み、現在までに１００名を超える組合員が参加しています。 

６月１１日に山田町でのボランティア活動で瓦礫の片付けの依頼者よりお礼状がボラン

ティアセンターに届きました。 

 

―以下お礼文より― 

６月１１日、盛岡の JR の若い方々が私共の家の土地の瓦礫を掃除してくださいました。 

瓦礫の山がきれいになった時、ありがたくて涙がこぼれました。一生懸命働いて娘３人を

育てた所です。土地がきれいになった時、人のために１日の休みを返上して人のためにつ

くしてくださる方々の心の内はどんなでしょう。頭が下がる思いでございます。本当にあ

りがとうございます。 

そまつな文面で、見ぐるしい字ですが私達の気持ちをわかってください。 

本当にありがとうございます。 

皆様の健康をお祈り致します。 

JR の皆様へ 

昭和１０年生まれの老人です。 

 

 JR 東労組は、５月１６日から１２地

本で釜石市、東松島市のボランティア

センターに登録し、ボランティア活動

を行っています。参加した組合員は現

地に立ち復旧作業の遅れを感じ、ボラ

ンティア活動を一生懸命担っていま

す。そして、経験や感じたことを仲間

に報告して、鉄道と地域の復興に向け

た活動を全組合員で推し進めていま

す。 

JR 東労組 
秋田地本のみなさん 


